
「日米の両首脳が１９６９年に沖縄返還を合意した際、有事における沖縄への核兵器の再持ち込

みについて取り決めたとされる秘密の合意文書が、当時の首相、故・佐藤栄作氏の遺品の中に残さ

れていた」と云うニュースにはびっくしました。佐藤栄作の「非核三原則」は真っ赤な嘘だったの

ですね。ノーベル平和賞にご本人は当惑しながらも「断ると、嘘がばれる。ノーベル賞で嘘が完璧

になる」とでも思ったのでしょうか？そんなノーベル平和賞は剥奪ものではありませんか？

なによりも腹立たしいのは、そうした合意のもとに、アメリカ軍は堂々と核兵器を日本に持ち込

んでいた・・・そして、その疑惑に外務省は「事前協議の申し込みがないので核兵器は持ち込まれ

ていない」と答弁していたことです。

沖縄 座喜味城(ざきみグスク)

これは沖縄の読谷(よみたん)村にある、「座喜味城」跡です。１５世紀に築かれた城です。緩や

かにカーブする城壁、様々な形の石を積んだ石垣が特徴です。この絵は座喜味城の一の郭から二の

郭(本土的に云えば、本丸から二の丸)を見て描いた物で、正面が南です。絵の中央に畑や集落があ

ります。その中に、右斜め上に向かう真っ直ぐな道路があります。これは第２次大戦中の日本軍の

飛行場の跡です。その道の左の赤い屋根の建物は読谷村役場。沖縄戦でアメリカ軍はこの絵の中央

の海岸から上陸してきたそうです。それらの遙か先には嘉手納基地があり、その更に先には那覇空

港があります。絵を描いている間にも飛行機が離発着していました。
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